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研究成果の概要（和文）：近世後期～明治初年における出雲地域のたたら製鉄業の特徴について、

山間部でたたら経営を行っている多くの経営者が、割鉄販売を経営の中心においていることが

わかった。海浜部でたたら経営を行っている田儀櫻井家の特徴は、割鉄の販売をしつつ、銑も

大量に販売している経営形態をもっていることがわかった。 
 また、山内の様子や人々の移動について、八重滝鈩を例に紹介することができた。 
 
研究成果の概要（英文）：About a characteristic of Izumo area Tatara manufacture in the ... 
Meiji early years in the latter half of the early modern times, perform mountains Tatara   
management; many; understood that a manager was by Waritetu sale in the center of the 
management. 
The characteristic of the beach part Tatara the Tagi Sakurais who ran it understood that I 

had the management form that sold Zuku in large quantities while selling percent iron 
In addition, about the movement of a state and people of Yamauchi, I was able to 

introduce Yaedaki Tatara to an example. 
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１．研究開始当初の背景 

たたら製鉄に関する研究は、現在まで
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そしてたたら研究会を中心に進められてき
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の立場からのたたら構造の分析、そして歴

史地理学会を中心に進められた地理学研究

によるたたら製鉄史がある。これらは膨大

な蓄積を誇っているが、文献、すなわち古

文書によるたたら製鉄史の解明については、

近年、たたら経営史料が閲覧できるように

なり文献史学からたたら経営を解明する動

きが高まった。しかし、残存史料の閲覧量

はまだまだ少量である。例えば島根県立博

物館所蔵の家嶋家文書は目録作成を行い始

めたばかりで、大半の史料が閲覧できてい

ない。よって、山陰地域のたたら製鉄の経

営状況は未だ掴めておらず、鉄師の経営比

較など研究の余地がおおいにあると考えて

いる。 
 
２．研究の目的 
本研究は、近世～近代初期に隆盛を極める

山陰地域のたたら製鉄業の歴史を明らかにす

るものである。すなわち、家嶋家文書など未

整理の鉄山経営に従事する鉄師（たたら製鉄

経営者）の古文書を整理し、目録を作成し、

同時に重要史料の解読により、鉄師の鉄山経

営の大規模化や鉄製品の流通の広域化につい

て明らかにする。 

 本研究では、鉄師の家に保存されていた山

陰地域の近世～近代の初めにおけるたたら

製鉄業に関係する史料を多数閲覧し、目録が

ないものは目録化し、データベースを作成し

たい。また、新たな史料の発見にも努めたい。

そして、それらの史料から各鉄師のたたら製

鉄業の規模、経営状況、経済状況、流通状況、

人々に与えた影響など基礎的な考察を行い、

全国に影響を与えた山陰地域のたたら製鉄

業の基礎的特徴を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1) たたら製鉄史研究について基礎的な知

識、理論の不足を補足し、最新の研究成果

を取り入れるため、たたら製鉄に関する図

書・論文を幅広く（日本史、工学分野、考

古学分野、地理学分野など）収集する。 

(2)  たたら製鉄関係の古文書の整理及び文

書目録作成を考え、未整理であった家嶋家

文書（島根県立古代出雲歴史博物館所蔵（島

根県出雲市大社町））、入間田部家文書（島

根県雲南市掛合町）などの整理、保存処理、

文書目録の作成を進める。 

(3) たたら製鉄関係の古文書の写真撮影及

び解読を考え、田部家文書（同家所蔵（島

根県雲南市））櫻井家文書（同家所蔵（島

根県仁多郡奥出雲町））、絲原家文書（同

家所蔵（島根県仁多郡奥出雲町））、田儀

櫻井家文書（出雲市立海辺の多伎図書館寄

託（島根県出雲市多伎町））などについて

撮影及び解読を進める。 
 
４．研究成果 

(1) 明治初年における出雲地域のたたら製

鉄業の特徴について、多くの鉄山経営者が、

割鉄販売を経営の中心においていること

がわかった。特に、田部家、櫻井家、絲原

家など山間部に経営の主体をおく大鉄師

は、割鉄中心の生産、販売をおこなってい

るようである。 

(2) 田儀櫻井家のたたら経営の特徴につい

て、割鉄の販売をしつつ、銑も大量に販売

している経営形態をもち、割鉄販売を中心

とする山間部で鉄山経営を営んでいる鉄

師の特徴と、石見地域における銑販売経営

の特徴の両方をもっている可能性を指摘

できた。松江藩領では、銑の大量販売を実

施する鉄師はごく少数であることもわか

った。 

(3) 八重滝鈩を例にとり、山内の規模と人々

の移動について紹介できた。 

(4) 鉄の流通について試論を提示すること

ができた。 



 

 

(5) 「往古ヨリ鉄方御用留」（櫻井家文書）

などの重要文書について翻刻でき、分析を

加えることができた。 
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